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会
長
就
任
か
ら
丁
度
一
年
た
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
世
界
中
が
未
曽
有

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
見
舞
わ
れ
、
今
ま
た
、
変
異
株

が
猛
威
を
振
る
い
感
染
者
が
急
拡
大

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
単
な
る
感
染
症
対
策
で
な
く
、

国
家
の
基
本
で
あ
る
安
全
保
障
問
題

も
絡
み
、
緊
急
事
態
下
で
の
危
機
管

理
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
事
態
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
の「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
活
動
」

は
、
こ
の
よ
う
な
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と

無
縁
で
い
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、

む
し
ろ
コ
ロ
ナ
の
暗
雲
が
真
正
面
に

立
ち
は
だ
か
り
、
三
密
を
避
け
る
た

め
多
人
数
の
参
加
が
前
提
と
な
る
市

老
連
、
県
老
連
の
事
業
は
こ
と
ご
と

く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

等
は
極
力
地
区
大
会
或
い
は
単
位
ク

ラ
ブ
毎
に
開
催
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、併
行
し
て
会
員
相
互
の
「
呼

び
か
け
」
統
一
運
動
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
毎
年
会
員
全
体
参
加

の
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
」

の
席
上
で
行
わ
れ
る
功
労
賞
等

の
表
彰
関
係
は
、
地
区
単
位
毎

に
表
彰
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
一
部
地
区
で
は
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
私
共
を
お

招
き
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
等

も
で
き
て
地
区
の
状
況
を
直
に

知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
般
的
に

見
ま
す
と
高
齢
者
の
組
織
基
盤
と
し

て
「
ふ
れ
あ
い
の
機
会
」
が
作
れ
ず
、

何
よ
り
「
引
き
こ
も
り
に
よ
る
フ
レ

イ
ル
の
進
行
」
現
象
が
危
惧
さ
れ
る

事
態
と
な
り
、
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
各
ク
ラ
ブ
会

長
、
女
性
部
・
若
手
委
員
を
は
じ
め

と
し
た
役
員
の
皆
様
に
は
、
何
と
も

残
念
な
歯
痒
い
思
い
の
一
年
で
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ご
労
苦
に

対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
年
度
は
、
会
員
拡
大
等
の
新

規
事
業
を
は
じ
め
、
行
政
並
び
に
議

員
と
の
意
見
交
換
の
場
を
具
体
的
に

（
一
部
は
既
に
ス
タ
ー
ト
）
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
四
月
に
は
、
予
ね

て
地
区
会
長
か
ら
の
ご
要
望
等
も
あ

り
ま
し
た
、
各
地
区
自
治
会
長
宛
て

協
力
要
請
文
書
も
県
老
連
会
長
名
で

既
に
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

各
地
区
会
長
・
女
性
部
長
・
若
手
委

員
の
皆
様
に
は
、
速
や
か
に
各
自
治

会
会
長
或
い
は
地
元
市
議
会
議
員
各

位
に
接
触
頂
く
な
ど
、
後
の
フ
ォ
ロ

ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
は
健
康
寿
命
の
延
伸

で
あ
り
、
ひ
い
て
は
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
社
会
保
障
費
の
削
減
に
繋

が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
健
康

を
以
っ
て
友
愛
・
奉
仕
の
社
会
活
動

を
展
開
す
る
そ
の
行
為
は
、
地
域
の

支
え
合
い
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
自
治
会
等
の
各
組
織
と
の
連

携
を
よ
り
強
め
な
が
ら
会
員
相
互
の

き
ず
な
を
深
め
、
知
恵
と
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
取
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
こ
こ
に
来
て
、
高
齢
者

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
七
月
中
に
ほ
ぼ

完
了
の
目
処
も
立
っ
た
よ
う
で
あ
り

ま
す
し
、
全
国
民
が
一
刻
も
早
く
接

種
を
終
え
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
て
、
会
員
の
皆
様
共
々
に
「
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
活
動
に
一
層
取
組

ん
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

令
和
3
年
度
事
業
を
迎
え
て

～
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
を
よ
り
目
指
し
て
～

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
　

会
長
　
松
浦　

博
徳

令和３年度

さんさんクラブ宮崎市総会
　4月28日㈬、宮崎市民プラザギャラリー
でさんさんクラブ宮崎市総会を開催しまし
た。出席を制限して行われる中、各議案につ
いて賛成多数で可決承認されましたので、次
のとおりご報告申し上げます。
◎議案第 1号
　令和 2年度事業報告について
◎議案第 2号
　�令和 2年度一般会計収支決算報告及び監査
報告について

◎議案第 3号
　�令和 3年度事業計画（案）について
◎議案第 4号
　�令和 3年度一般会計収支予算（案）について
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今
年
度
よ
り
若
手
委
員
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
原
田
紀
男
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

に
設
置
さ
れ
た
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

宮
崎
市
若
手
委
員
会
」
が
今
年
度
で

九
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
若
手
委
員

は
二
十
の
地
区
か
ら
「
会
員
加
入
促

進
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
」
の
目
的
で
選

出
さ
れ
「
若
手
リ
ー
ダ
ー
養
成
」
を

図
り
後
継
者
育
成
を
目
標
に
毎
月
の

定
例
会
を
開
催
し
て
、
研
修
会
、
意

見
交
換
を
行
い
、
各
委
員
に
て
共
有

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
毎
年
減
少
し
て
令
和
二

年
度
（
二
〇
二
〇
年
）
に
は
六
十
五

歳
以
上
の
加
入
率
が
わ
ず
か
七
・
二

％
で
す
。
地
区
、
地
域
の
事
情
も
あ

る
か
と
考
え
ま
す
が
、
お
互
い
の
親

睦
を
図
り
、
会
員
加
入
の
促
進
と
年

間
の
各
行
事
開
催
、
研
修
会
活
動
へ

の
参
加
を
通
し
て
委
員
会
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
子
や
孫

に
心
配
を
か
け
な
い
健
康
づ
く
り

と
、
脳
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
皆

様
と
共
に
元
気
に
い
き
い
き
と
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
の
協
力
と
指
導
、
御
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
今
ま
で
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
感
染

予
防
対
策
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

感
染
力
が
強
く
私
達
、
高
齢
者
が

重
症
化
し
や
す
い
と
い
う
事
も
あ

り
、
徹
底
し
た
自
粛
を
合
言
葉
に
一

年
を
過
ご
す
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
の
「
女
性
部
全
体
研
修
会
」

及
び
「
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」、
十
月
の
「
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
大
会
」、
続
い
て

令
和
三
年
三
月
の
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
宮
崎
市
芸
能
文
化
発
表
会
員
の
集

い
」
な
ど
、
女
性
部
に
と
っ
て
大
切

な
地
域
の
絆
作
り
、
地
域
活
性
化
に

重
要
な
行
事
が
次
々
と
中
止
と
な
る

非
常
に
残
念
な
一
年
で
し
た
。
そ
の

中
で
、
感
染
者
が
や
や
落
ち
つ
い
て

い
た
十
月
、
宮
崎
県
の
防
災
拠
点
と

し
て
八
月
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
ま
す

宮
崎
県
庁
防
災
庁
舎
の
見
学
会
を
開

催
し
、
災
害
時
の
対
策
や
日
頃
か
ら

の
心
構
え
と
準
備
に
つ
い
て
学
ぶ
一

方
、
地
区
女
性
部
役
員
と
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
に
は
、
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
宮
崎
市
の
役
員
代
表
と
、
宮
崎

市
市
議
会
議
員
（
三
十
六
名
）
の
皆

様
と
で
、「
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
性
化

と
会
員
加
入
促
進
」
に
つ
い
て
の
活

発
な
意
見
交
換
会
を
行
い
、
今
後
の

ご
協
力
を
お
願
い
で
き
た
事
は
大
変

有
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
三
年
度
の
女
性
部
活

動
の
基
本
方
針
は
、
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
逆
風
の
な
か
で
も
適
切

に
予
防
対
策
を
行
い
つ
つ
、
全
老
連

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大
理
念
を
柱
に

し
な
が
ら
仲
間
と
楽
し
く
集
い
、
ま

た
生
き
が
い
や
健
康
作
り
、
安
全
安

心
の
地
域
作
り
に
貢
献
す
る
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
為
に
本
年
は
自
治

会
と
の
連
携
を
深
め
も
っ
と
も
っ
と

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
作
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

現
在
も
コ
ロ
ナ
の
変
異
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
の
再
拡
大
が
続
い
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
己
管
理
を

き
ち
ん
と
行
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
積

極
的
に
協
力
し
、
一
日
も
早
く
普
通

の
日
常
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
部
の
皆
様
、
皆
さ
ん
の
周
り

に
一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
の
み

の
家
族
で
気
持
ち
が
弱
り
足
取
り
等

も
弱
っ
て
い
る
様
子
の
方
は
い
ま
せ

ん
か

　

ぜ
ひ
優
し
い
励
ま
し
の
声
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

私
達
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が

フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
い
に
効
果
を
発

揮
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
3
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

女
性
部
長
　
松
本　

順
子

就
任
あ
い
さ
つ

若
手
委
員
長
　
原
田　

紀
男

令和３年度 さんさんクラブ宮崎市 役職員名簿
役

職

氏

　

名
地

区

会
　

長

松
浦　

博
徳
生

目

副

会

長

北
原　

昭
申
生
目
台

〃

岩
元　
　

勇
赤　

江

〃

井
園
九
州
男
広

瀬

〃

西
田　

英
介
田　

野

〃

小
谷　

清
男
高　

岡

〃

石
川　

定
雅
清　

武

〃

松
本　

順
子
大

宮

理
　

事

有
馬　

充
能
中
央
東

〃

赤
木　

敏
弘
中
央
西

〃

平
木　
　

香
小　

戸

〃

吉
本　
　

博
大

宮

〃

羽
鳥　

正
純
東
大
宮

〃

山
㟢　

福
男

檍

〃

杉
尾　

泰
弘
大　

淀

〃

稲
留　

勝
二
大　

塚

〃

小
野　

政
一
大
塚
台

〃

長
友　

武
久
木　

花

〃

日
髙　

昭
彦
青

島

〃

小
坂　

通
弘
住　

吉

〃

田
尻　

洋
紀
生

目

〃

安
藤　

盛
徳
橘　

東

〃

河
㟢　
　

豊
那

珂

〃

橋
本　
　

徹
佐
土
原

〃

斉
藤　

初
実

北

〃

日
高　

郁
子
小

戸

〃

茜
ケ
久
保
眞
由
美

木

花

〃

宮
部　

恵
子
広

瀬

〃

原
田　

紀
男
中
央
東

〃

日
髙　

栄
子
赤

江

〃

尾
割　

利
秋
田

野

常
務
理
事

事
務
局
長

濵
砂　

盛
男
大

淀

監
　

事

河
口　

秋
幸
住

吉

〃

甲
斐　

義
弘
生

目

書
　

記
　

田　

広
美
広

瀬

組
織
強
化
推
進
員

鍋
島　

正
彦
中
央
西

活
動
推
進
員

村
永　

盛
哉
中
央
西

（令和3年6月1日現在）
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任意後見契約とは
　わが国においては、認知症の患者は、年々増加し、近い将来、後期
高齢者の数人に一人は認知症になるであろうと言われています。また、
事故や病気が原因で認知症のような状態になることもあります。その
ようなときのために、財産の管理や医療契約、施設への入所などに関
する事柄を自分に代わってやってくれる人をあらかじめ選んでおくと
安心です。

　このように自分の判断能力が低下したときに、自分に代わって財産
管理などの仕事をしてくれる人を決めて、その財産管理などの仕事を
代わってしてもらうことを依頼する契約が任意後見契約です。
　任意後見契約と同時に、判断能力が低下する前の財産管理等委任契
約や死後の葬儀や埋葬等の死後事務を委任する契約を結ぶこともでき
ます。
　詳しいことは、公証役場にご相談ください。

宮崎公証人合同役場　宮崎市別府町2−5 コスモ別府ビル２階　
TEL. 0985−28−3038

宮崎公証役場からのお知らせ

●
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　�「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

�（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ�

メ
イ
ン
テ
ー

マ　

平
成
二
十
六
年
度
～
）

〈
健
康
寿
命
〉

○�

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
自
立
し
た

生
活
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

○�

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に

継
続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○�

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

安
全
･
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○�

元
気
高
齢
者
の
知
識
･
経
験
･
活

力
を
生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ

く
り
を
広
げ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
・

友
愛
訪
問
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
環
境
美
化
、
世
代
間

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地

域
を
豊
か
に
す
る
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
日
、
高
齢

者
人
口
が
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

者
同
士
が
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く

り
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
で
、
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
は
、
令
和
三
年

度
も
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全

国
三
大
運
動
を
柱
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

に
よ
る
逆
風
に
適
切
に
対
処
し
な
が

ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
会
員
の
加
入

促
進
や
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
自
治
組

織
と
の
連
携
を
深
め
、
魅
力
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
る
。

⑴�

健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

取
り
組
み

　

①�

第
五
十
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

　

②�

健
康
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の

研
修
会
実
施

　

③�

健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
（
健

康
講
話
・
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
）

　

④�
令
和
三
年
度
若
手
委
員
会
主
催
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施

　

⑤�

第
二
十
回
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
参
加

⑵�

心
身
の
健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
の
取
り
組
み

　

①�

第
五
十
七
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

　

②�

芸
能
文
化
発
表
会
員
の
集
い
の

開
催

　

③
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

　

④�

文
化
面
の
活
動
に
よ
る
生
き
が

い
づ
く
り
奨
励

　

⑤�

県
老
連
主
催
の
作
品
展
示
会
へ

の
出
品

　

⑥�

元
気
な
高
齢
者
の
子
育
て
支
援

に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り

⑶
友
愛
活
動
の
取
り
組
み

　

①�

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
積

極
的
な
活
動
奨
励

　

②�

高
齢
者
同
士
の
支
え
合
い
活
動
の

意
義
と
必
要
性
に
関
す
る
研
修

　

③�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
活
動
の
推
進

⑷
社
会
参
加
活
動
の
取
り
組
み

　

①�

第
五
十
七
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

　

②�

交
通
安
全
関
係
の
諸
行
事
へ
の

積
極
的
参
加

　

③�

み
や
ざ
き
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

へ
の
参
加

　

④�

関
係
機
関
・
関
係
団
体
行
事
へ

の
参
加
協
力

⑸
奉
仕
活
動
の
取
り
組
み

　

①
交
流
活
動
の
推
進

　
　

○
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦

　
　

○�

学
校
・
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
及
び
地
域
で
の
世
代
間

交
流
活
動
推
進

　
　

○��

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
訪
問

　

②�

ク
ラ
ブ
部
会
員
に
よ
る
施
設
訪
問

　

③
募
金
活
動

　

④
地
域
社
会
づ
く
り
参
加

　
　

○�

「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
活
動

の
充
実

⑹
啓
発
活
動
の
取
り
組
み

　

①�
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ

よ
り
」
の
発
行
、
年
二
回
（
六

月
・
十
二
月
）�

　

②�

市
広
報
の
活
用
、
市
社
協
の
広

報
活
用

　

③�

地
域
活
動
紹
介
及
び
入
会
案
内

（
年
二
回�

四
月
・
十
月�
自
治

会
回
覧
）

　

④
各
地
区
老
連
の
活
動
紹
介

　

⑤
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供

　

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　

⑦
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供

⑺
組
織
強
化
の
取
り
組
み

　

①�

会
員
加
入
促
進
・
老
人
ク
ラ
ブ

活
性
化
の
取
り
組
み

　
　

�　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
十

年
度
の
五
か
年
に
わ
た
り
全
国

で
展
開
し
た
「
一
〇
〇
万
人
会

員
増
強
運
動
」
に
連
動
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
「
会
員
加
入
促

進
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
運
動
」
は

平
成
三
十
年
度
終
了
し
た
が
、

引
き
続
き
会
員
の
加
入
促
進
や

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

②
組
織
強
化
推
進
員
の
配
置

　
　

�　

若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
若
手

会
員
の
活
躍
の
場
の
拡
大
、
会

員
拡
大
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
を
更
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

る
た
め
に
市
老
連
事
務
局
に
組

織
強
化
推
進
員
を
配
置
。

　

③
役
員
研
修
会
の
充
実

　

�

④�

若
手
委
員
会
の
充
実
と
全
各
地

区
老
連
に
若
手
委
員
の
配
置

（
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
組

織
の
活
性
化
と
加
入
促
進
）

　

④�

加
入
促
進
の
た
め
の
案
内
文

書
・
活
動
紹
介
の
配
布�

　

⑤�

関
係
機
関
、
各
種
団
体
と
の
連

携
強
化

　

⑥�

加
入
促
進
に
対
す
る
自
治
会
へ

の
協
力
依
頼

　

⑦�

表
彰
機
会
の
充
実（
加
入
促
進
・

加
入
優
秀
賞
の
授
与
）

　

⑧�

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
の
普
及

促
進

⑻
女
性
部
活
動
の
取
り
組
み

　

①�
学
習
活
動（
女
性
部
全
体
研
修
会
）

　

②�
友
愛
訪
問
活
動
（
一
人
暮
ら
し

世
帯
等
へ
の
訪
問
の
実
施
）

　

③
交
流
研
修
及
び
視
察
研
修

　

④
社
会
奉
仕
活
動

　

⑤
伝
承
活
動

３ 

重
点
事
項
に
つ
い
て

２ 

基
本
方
針
に
つ
い
て

１  

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

宣
言
事
項
の
実
践

令和３年度 さんさんクラブ宮崎市 事業計画
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令和３年度 さんさんクラブ宮崎市 予定事業

★は県老連・全老連主催の事業です。　※開催日未定の行事につきましては、決まり次第お知らせします。 （令和3年６月20日現在）

月 日（曜日） 事　業　名

10

未　定
未　定
20日㈬
26日㈫

29日㈮

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
★第20回さんさんクラブ宮崎スポーツ大会
第57回宮崎市さんさんクラブ大会

（宮崎市民文化ホール）
金婚祝賀会

11

未　定
未　定
３日㈬

16日㈫〜17日㈬
30日㈫〜12/5㈰

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
みやざき健康ふくしまつり
★第50回全国老人クラブ大会（香川県）
★第55回さんさんクラブ宮崎作品展示会

12
1日㈬

未　定
28日㈫

若手委員会主催グラウンドゴルフ大会
（県総合運動公園木の花ドーム）

反省会
仕事納め

１
4日㈫
未　定
未　定

仕事始め
定例役員会・女性部役員会
若手委員会

２
未　定
未　定
25日㈮

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
芸能文化発表会員の集い

３
未　定
未　定
未　定
未　定

定例役員会・女性部役員会
宮崎市と市老連役職員との意見交換会
若手委員会
ホームページ更新

月 日（曜日） 事　業　名

４
8日㈭
14日㈬
28日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
さんさんクラブ宮崎市総会

５
14日㈮
18日㈫
26日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
役員研修会

６

4日㈮
11日㈮
17日㈭
8日㈫
15日㈫
24日㈭
30日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
総務部会〈午前〉
健康リーダー研修会（清武・田野）
健康リーダー研修会（生目・高岡）
健康リーダー研修会（佐土原）
健康リーダー研修会（旧宮崎市）

７
2日㈮
20日㈫
21日㈬

定例役員会・女性部役員会
第１回保体部会〈午前〉・社会福祉部会〈午後〉
若手委員会

８
4日㈬
17日㈫
19日㈭
26日㈭

定例役員会・女性部役員会
第２回総務部会〈午前〉・保体部会〈午後〉
若手委員会
★第46回宮崎県さんさんクラブ大会

９

1日㈬
15日㈬
未　定
29日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
第１回教養部会
第50回宮崎市さんさんクラブスポーツ大会

（県総合運動公園木の花ドーム）

　

私
ど
も
「
祇
園
鶴
友
会
」
は
、
令
和
二

年
度
第
四
十
九
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

に
お
い
て
、「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
し

て
連
合
会
会
長
表
彰
の
栄
誉
に
輝
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
会
の
ク
ラ
ブ
名
は
そ
の
昔
、
大
淀
川

の
中
州
に
鶴
が
飛
来
し
て
い
た
こ
と
に
ち

な
み
、
鶴
は
仲
間
を
呼
ぶ
と
い
う
諺
か
ら

将
来
の
発
展
を
願
っ
て
付
け
ら
れ
た
そ
う

で
、
一
五
四
名
の
大
き
な
ク
ラ
ブ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

祇
園
鶴
友
会
に
は
九
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
会
長
の
も
と
で

独
自
の
年
間
計
画
に
基
づ
い
て
、
和
気
あ

い
あ
い
、
週
三
回
程
度
の
稽
古
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

①�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
二
十
三
名
）

②�

舞
姫
サ
ロ
ン
（
舞
踏
ク
ラ
ブ
六
名
）

③
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
（
十
二
名
）

④�

ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
（
民
謡
ク
ラ
ブ　

十
一
名
）

⑤
囲
碁
ク
ラ
ブ
（
十
三
名
）

⑥
介
護
健
康
教
室
（
十
六
名
）

⑦
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
十
一
名
）

⑧
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
（
十
名
）

⑨
ヨ
ガ
教
室
（
十
六
名
）

　

そ
の
他
、
自
治
会
と
共
催
し
運
動
会
・

夏
祭
り
・
公
園
花
壇
植
栽
・
見
守
り
活
動

等
を
行
う
な
ど
、
多
種
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
老
連
傘
下

の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
受
賞
の
お
礼
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「全国老人クラブ連合会会長表彰」
受賞に寄せて 祇園鶴友会　会長　坂本　孝彰

新年会のようす

社会奉仕活動

研修旅行
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三
月
十
二
日
㈮
、
宮
崎
市
役

所
に
て
宮
崎
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
老
連
か
ら
松
浦

会
長
以
下
五
名
が
参
加
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題
や
今

後
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

※�

宮
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
課
題
に
つ
い
て

①�

本
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
お

よ
び
ク
ラ
ブ
数
の
長
期
減
少

傾
向
に
対
応
す
る
た
め
、
活

動
の
活
性
化
と
新
規
会
員
増

強
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
。

②�

ク
ラ
ブ
数
の
減
少
と
会
員
の

高
齢
化
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
お
け
る
担
い
手
不
足
に

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在

感
が
低
下
。

③�

就
業
期
間
の
延
長
に
伴
い

六
十
～
七
十
歳
代
の
若
手
会

員
が
著
し
い
減
少
傾
向
。

④�

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
一

人
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
に
伴

い
、
ひ
き
こ
も
り
や
孤
独
死

に
直
面
。

⑤�
自
治
会
、
民
児
協
お
よ
び
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連

携
が
不
可
欠
。

⑥�

高
齢
者
福
祉
行
政
に
対
す
る

予
算
の
増
額
。＊

　

議
員
諸
氏
よ
り
積
極
的
に
協

力
を
惜
し
ま
な
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の

機
会
を
各
地
区
老
連
が
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
十
二
月
一
日
㈫
、

若
手
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
地
区
よ
り

二
二
〇
名
の
競
技
者
が
集
い
、

市
老
連
若
手
委
員
を
中
心
に
ス

タ
ッ
フ
十
五
名
で
運
営
し
ま
し

た
。

　

師
走
で
し
た
が
、
当
日
は
暖

か
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
の
と
こ
ろ

を
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
存
分
に

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。　
（
事
務
局
）

　令和 2年 12月 21日㈪、「歳
末たすけあい募金」に 31 万
7,017 円を寄付しました。この
寄付金は、地域の福祉活動に役
立ててもらおうと、各地区に呼
びかけ、16 地区から寄せられ
たものです。
　募金は宮崎市共同募金委員会を通じて、国内の福祉施設や支
援を必要とする方々のために役立てられるほか、地域福祉サー
ビス事業などにも活用されます。

令和２年度
歳末たすけあい募金贈呈式

感謝状を受け取る松浦会長

宮
崎
市
議
会
議
員
の
皆
様
と

意
見
交
換
会
を
実
施

～
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
～

■大会結果および表彰者（敬称略）■

順位 チーム名 選手氏名 所属クラブ名 得点

1 位 大淀Ｃ 末田　修司 源藤 CGI クラブ 34

2 位 生目Ｂ 黒木　　誠 下小松にこにこいこ会 35

3 位 生目台Ｂ 立元あけみ さんさんクラブ北団地北楽会 36

4 位 赤江Ｂ 吉川　保夫 希望ヶ丘高齢者クラブ希望の会 36

5 位 那珂 釈迦郡和治 下村きずなクラブ 36

6 位 佐土原Ｂ 佐藤　　一 小牧台福寿会 37

7 位 大宮Ｂ 長友　敏子 下北方町平和会 37

8 位 赤江Ｃ 大岩本富代 月見ヶ丘わかば会 37

9 位 清武Ｂ 大幡　和光 上木原区さんさんクラブ 37

10 位 中央東Ａ 柏田　安徳 青葉長生会 37
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三
月
末
に
久
し
ぶ
り
の
ふ
れ
あ

い
活
動
と
し
て
、
J
R
A
宮
崎
育

成
牧
場
の
中
庭
に
て
屋
外
ゲ
ー
ム

を
三
十
六
人
の
参
加
で
開
催
。
天

気
も
良
く
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く

ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
宇
和
田
会
長
か
ら

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
自
粛
で
退

屈
し
て
い
る
方
も
多
い
が
、
屋
外

で
ゲ
ー
ム
と
食
事
を
し
て
話
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
手
指
消
毒
を
し
て
間

を
空
け
て
座
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
員
手
作
り
の
輪
投
げ
と

ダ
ー
ツ
を
し
て
、
次
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
未
経
験
者
の
方
に
も

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
二
ホ
ー
ル

用
意
し
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
、
残

念
の
声
あ
り
で
皆
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
年
間
計

画
書
に
よ
り
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

平
均
年
齢
八
十
歳
で
皆
さ
ん
元

気
で
、
毎
日
を
楽
し
く
生
き
て
い

く
様
子
が
顔
に
表
れ
て
い
る
姿
を

見
て
い
る
と
、
役
員
を
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で

す
。
会
員
皆
さ
ん
の
今
後
の
健
康

と
、
幸
多
き
人
生
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

中央東地区

権現白才会
原田　紀男

　

田
野
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
で
は
、

平
成
四
年
頃
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
で

サ
ザ
ン
カ
油
を
精
製
し
、
町
の
特

産
品
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

田
野
町
は
町
の
花
を
「
サ
ザ
ン

カ
」
に
指
定
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
「
サ

ザ
ン
カ
の
里
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
当
時
の
製

品
開
発
か
ら
続
く
事
業
で
す
。

　

販
売
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

し
製
造
者
名
と
成
分
表
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
母
体

と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
売
り

上
げ
の
一
部
は
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

の
収
入
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
に
当
た
っ
て
は
、
わ
ず
か

な
謝
金
が
出
る
程
度
。
ほ
ぼ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
応
で
す
。
実

作
業
は
西
田
会
長
を
は
じ
め
副
会

長
、
若
手
委
員
長
、
女
性
部
長
、

前
女
性
部
長
を
筆
頭
に
そ
れ
ぞ
れ

の
分
担
作
業
を
こ
な
し
つ
つ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
搾
り
か
す
か
ら
出
来
る

堆
肥
は
非
常
に
良
い
肥
料
と
の
評

判
で
、
田
野
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
会

員
に
の
み
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
さ
ざ
ん
か
・
つ
ば
き
油
】

〇
成
分

　

さ
ざ
ん
か
油
…
50
％

　

つ
ば
き
油
…
…
50
％

〇
効
能

　

髪
の
毛
の
手
入
れ
や
手
の
保
湿

〇
販
売
価
格

　

一
〇
〇
〇
円
（
一
〇
〇
㎖
）

〇
販
売
経
路

　

�

道
の
駅
、
青
井
岳
温
泉
売
店
な

ど

田野地区

ビン詰め作業のようす

搾りかすは堆肥に再利用

田野さんさんクラブ
会長　西田　英介

私 た ち の 地 区 を 紹 介 し ま す

輪投げのようす

JRA宮崎育成牧場に集う皆さん

グラウンドゴルフ体験
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私 た ち の 地 区 を 紹 介 し ま す

地区の力を合わせて和気あいあい活動中です♥

地区女性部が一堂に会する活動の話し合い。
情報共有の場としても活用されています

地区女性部が主催する手芸教室。今回は
クラフトテープで作品づくりです

脳と指先のトレーニングを兼ねた楽しい
健康行事です

◆女性部会議 ◆手芸教室 ◆健康マージャン会

木花地区女性部会ブランド「木の花さく
やひめ」として手作りの品々を販売

学園木花台小学校の校庭芝張り作業に参
加しました

中身がそうめんのように糸状にほぐれる
「そうめんかぼちゃ」料理の試食会

◆手作り作品販売会 ◆世代間交流活動 ◆料理教室

木花地区には 4つの単位老人クラ
ブがあり、各クラブの女性部が集っ
て行う共同活動が活発です。コロナ
に負けない、木
花地区女性部の
いきいきした活
動をご紹介しま
す。
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赤
江
地
区
の
住
民
と
し
て
、

朝
夕
の
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
て
き

た
赤
江
大
橋
と
大
淀
大
橋
で
し

た
が
、
四
月
三
日
、
待
望
の
新

小
戸
之
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
日
、

取
り
壊
し
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
そ
の
と
き
実
行
委
員
と
し

て
関
わ
っ
た
私
で
す
。
近
く
の

自
治
会
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
結
成
間
も
な
い
単
老
の

仲
間
に
声
を
か
け
役
割
を
も
ら

い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
七
年
五

カ
月
。
予
定
通
り
の
開
通
に
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

赤
江
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
で
、
毎
年
新
小
戸
之
橋

ス
ト
リ
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
工
事
途
中
の
橋
の
中
か
ら

の
見
学
は
感
激
、感
動
で
し
た
。

　

取
り
壊
し
イ
ベ
ン
ト
で
も
ら

っ
た
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
で
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
代
わ
り
に
着
て
い
く
仲
間

た
ち
。
意
外
と
目
立
っ
て
い
て

連
帯
感
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
会
食
会
を
単
老
で

行
っ
た
午
前
中
、
津
波
避
難
訓

練
と
し
て
避
難
場
所
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
車
イ
ス
に
乗
っ
た
り

押
し
た
り
の
体
験
も
し
な
が

ら
。
そ
の
と
き
も
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
て
い
た
の
で
、
道
行
く
車

の
知
り
合
い
に
声
を
か
け
ら
れ

て
大
い
に「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
ア
ピ
ー
ル
も
で
き
ま
し
た
。

　

新
小
戸
之
橋
の
開
通
と
と
も

に
古
稀
を
迎
え
た
私
で
す
が
、

新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
と
し
て

子
ど
も
食
堂
を
開
設
し
ま
し

た
。
長
年
の
夢
だ
っ
た
の
で
す

が
、
自
治
会
長
の
積
極
的
な
働

き
か
け
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
で
き
そ
う
で
す
。
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
女
性
部
が
調
理
担
当

し
ま
す
。
自
治
会
員
、
子
ど
も

会
員
と
の
連
携
が
深
ま
れ
ば
幸

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

春
先
に
久
し
ぶ
り
に
加
納
林

道
を
歩
い
た
。
林
道
を
歩
い
て

い
て
珍
し
い
「
き
く
ら
げ
」
を

見
つ
け
た
。「
き
く
ら
げ
」
は
、

表
面
は
ツ
ル
ツ
ル
と
し
て
光
沢

が
あ
り
、
裏
面
は
う
ぶ
毛
が
生

え
た
よ
う
な
白
っ
ぽ
い
色
を
し

て
い
る
。
立
派
に
成
長
し
た
も

の
の
中
に
は
、
人
間
の
耳
た
ぶ

に
よ
く
似
た
も
の
が
あ
る
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
だ
っ
た

と
思
う
。
母
が
野
良
仕
事
の
行

き
帰
り
に
、こ
の
「
き
く
ら
げ
」

を
よ
く
取
っ
て
い
た
。
家
で
は

味
噌
汁
の
具
が
何
も
な
い
と
き

に
、
時
た
ま
味
噌
汁
の
具
材
と

し
て
食
べ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
「
き
く
ら
げ
」
を
母

は
こ
ま
め
に
取
っ
て
帰
り
庭
の

む
し
ろ
の
上
で
乾
燥
さ
せ
て
い

た
。
よ
く
乾
い
て
カ
チ
カ
チ
に

固
く
な
る
。
そ
れ
を
保
存
食
と

し
て
蓄
え
て
い
た
。
し
か
し
、

母
に
は
他
に
目
当
て
が
あ
っ

た
。そ
の
乾
燥「
き
く
ら
げ
」を
、

当
時
「
ヤ
ミ
屋
」
と
い
う
行
商

人
に
売
っ
て
、
僅
か
な
金
を
稼

い
で
い
た
の
で
あ
る
。
全
く
現

金
収
入
の
な
い
貧
し
い
生
活
の

中
で
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

　

母
の
意
図
を
知
っ
て
か
ら

は
、
こ
の
「
き
く
ら
げ
」
に
注

意
を
向
け
、
母
の
た
め
に
取
っ

て
帰
っ
た
。
取
っ
て
帰
る
た
び

に
母
は
喜
ん
で
く
れ
た
。
そ
の

後
も
、
か
な
り
の
量
が
貯
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
「
ヤ
ミ
屋
」
に
、

物
々
交
換
や
現
金
の
や
り
取
り

を
す
る
の
を
そ
ば
で
見
て
い

た
。
当
時
、
百
円
札
は
赤
茶
色

の
色
を
を
し
て
お
り
、
相
当
の

価
値
が
あ
る
と
子
ど
も
な
が
ら

に
思
っ
て
い
た
。取
引
の
中
で
、

そ
の
赤
茶
色
の
札
が
何
枚
か
チ

ラ
ッ
と
見
え
る
。
お
お
ー
も
う

か
っ
た
と
子
ど
も
心
の
中
で
喜

ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

　

そ
の
代
金
を
母
は
決
し
て
自

分
だ
け
の
も
の
に
は
し
な
か
っ

た
。
ど
う
し
て
も
金
が
必
要
な

と
き
に
こ
っ
そ
り
と
家
計
の
た

め
に
使
っ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
時
に
は
父
の
晩
酌
用
の
酒

を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
小
瓶

を
持
っ
て
酒
を
買
い
に
走
る
の

が
私
の
役
目
だ
っ
た
。
今
思
え

ば
父
に
も
優
し
い
母
だ
っ
た
と

思
う
。

　

私
が
、
こ
の
た
び
林
道
脇
で

見
つ
け
た
「
き
く
ら
げ
」
は
、

そ
の
一
部
を
夕
食
の
味
噌
汁
で

味
わ
っ
た
。
決
し
て
そ
ん
な
に

お
い
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

コ
リ
コ
リ
と
し
た
食
感
は
昔
の

ま
ま
だ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
、

懐
か
し
い
母
の
顔
を
思
い
出
し

て
い
る
。

「きくらげ」と
母の思い出

第 3池田台さんさんクラブ
会長　富永　澄郎

清武地区

新小戸之橋開通

さんさんクラブ緑ヶ丘
会長　日髙　栄子

赤江地区

会
員
の
ひ
ろ
ば

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

　

十
月
二
十
九
日
に
会
長
・
女

性
部
長
合
同
の
日
帰
り
研
修
旅

行
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

二
十
五
名
は
、
華
や
ぎ
彩
る
コ

ス
モ
ス
に
笑
顔
が
生
ま
れ
て
、

《
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
》

の
古
（
い
に
し
え
）
の
展
示
に

向
き
合
う
と
き
、
コ
ロ
ナ
騒
動

は
遠
の
い
て
心
豊
か
に
な
っ
た

の
で
し
た
。

　

博
物
館
入
り

口
階
段
に
て
、

ハ
イ
!�

に
っ

こ
り
。

会長・女性部長合同の
日帰り研修の旅

清武地区連合会　女性部長
森田セツ子

清武地区
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ヒ
ョ
ッ
ト
コ
は
「
火
男
」
？

「
広
辞
苑
」
で
は
『
火
を
た
き

つ
け
る
た
め
、
煙
で
涙
や
鼻
水

に
む
せ
な
が
ら
、
口
を
す
ぼ
め

て
く
す
ぶ
る
火
に
息
を
吹
き
か

け
て
い
る
、「
火
男
」
の
顔
が
、

滑
稽
で
笑
い
を
誘
う
。
こ
の
こ

と
か
ら
「
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
」
の
語

源
と
言
う
。』
と
、
解
説
さ
れ

て
い
る
。

　

な
る
ほ
ど
。「
ひ
お
と
こ
」

→「
ひ
ー
と
こ
」→「
ひ
っ
と
こ
」

→
「
ひ
ょ
ー
と
こ
」
→
「
ヒ
ョ

ッ
ト
コ
」
音
が
変
わ
り
、
だ
ん

だ
ん
ゴ
ロ
が
合
っ
て
く
る
。
確

か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
け
ど
？
「
日
向
の
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
の
面
」
は
ど
う
だ
?�

確

か
に
滑
稽
で
あ
る
が
、「
火
男
」

か
ら
連
想
さ
れ
る
「
鼻
水
に
悩

ま
さ
れ
、
涙
が
止
ま
ら
な
い
。

誰
か
代
わ
っ
て
く
れ
」
等
の
悲

壮
感
は
な
い
。
む
し
ろ
楽
し
げ

で
、「
あ
な
た
も
、
笑
っ
て
、

わ
ら
っ
て
、
笑
っ
て
」
と
笑
い

を
誘
っ
て
い
る
「
お
か
め
、
ひ

ょ
っ
と
こ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
主

流
に
あ
る
。
通
説
と
は
チ
ョ
ッ

ト
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

課
題
の
「
日
向
ヒ
ョ
ッ
ト
コ

面
」
の
写
真
を
見
て
思
い
出
し

た
。九
州
の
大
方
の
田
舎
で
は
、

人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
好
き
な

者
の
こ
と
を
、
今
で
も
「
ひ
ょ

う
き
ん
た
ろ
」「
ひ
ょ
う
き
ん

た
ん
」「
ひ
ょ
ん
き
ん
た
ん
」。

泥
臭
く
「
ひ
ょ
う
き
ん
わ
ろ
」

と
も
言
う
。「
ひ
ょ
う
き
ん
た

ん
」
の
語
源
は
「
ひ
ょ
う
き
ん

ボ
ウ
（
坊
）」「
ひ
ょ
う
き
ん
タ

ロ
（
太
郎
）」「
ひ
ょ
う
き
ん
カ

ン
（
漢
）」「
ひ
ょ
う
き
ん
タ
マ

（
玉
）」
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意

は
い
ず
れ
も
、
ひ
ょ
う
き
ん
な

こ
と
を
す
る
男
。
軽
率
で
あ
る

が
決
し
て
悪
人
で
は
な
い
、
子

ど
も
と
女
が
大
好
き
な
男
と
い

う
感
覚
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

男
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
言
葉
を
、
さ
ら
に
変
化
さ
せ

て
い
け
ば
「
ひ
ょ
う
き
ん
お
と

こ
」
→
「
ひ
ょ
う
と
こ
」
→
「
ヒ

ョ
ト
コ
」
→
「
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
」

と
な
る
で
は
な
い
か
。
言
葉
の

起
源
の
古
い
新
し
い
は
他
に
置

い
て
、「
ひ
ょ
う
き
ん
た
ん
」「
ひ

ょ
う
き
ん
た
ろ
」
を
「
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
」
の
語
源
説
の
一
つ
に
加

え
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
あ
る
。

　

三
反
百
姓
の
子
倅
で
育
っ
た

私
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
農

作
業
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ

た
。
家
に
は
い
つ
も
馬
か
牛
ど

ち
ら
か
の
一
頭
が
お
り
、
彼
ら

は
農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
堆
肥
生

産
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
大

事
な
家
族
の
一
員
で
あ
る
。
朝

早
く
露
が
あ
る
間
に
彼
ら
の
餌

と
な
る
草
を
刈
っ
て
き
て
、
短

く
切
っ
て
（
ハ
ミ
切
り
）
そ
れ

を
与
え
て
か
ら
で
な
い
と
飼
い

主
に
は
朝
飯
を
食
わ
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
そ
の
朝
飯
は
ネ

コ
マ
ン
マ
よ
ろ
し
く
昨
夜
の
残

り
の
味
噌
汁
を
炊
き
た
て
の
飯

に
ぶ
っ
か
け
て
、
大
根
漬
物
を

お
か
ず
に
バ
リ
バ
リ
か
じ
っ
て

済
ま
し
て
い
た
。

　

そ
の
漬
物
は
自
分
の
畑
で
作

っ
た
大
根
を
母
が
天
日
に
干
し

て
米
糠
に
漬
け
込
ん
だ
も
の

で
、
器
量
は
良
く
な
か
っ
た
が

塩
加
減
や
硬
さ
丁
度
よ
く
、
結

構
う
ま
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。

　

時
は
移
っ
て
八
十
も
半
ば
と

な
っ
た
今
で
も
、
冷
汁
を
か
き

込
み
め
っ
き
り
弱
く
な
っ
た
歯

に
た
く
あ
ん
を
か
じ
っ
て
往
時

を
懐
か
し
ん
で
い
る
私
は
や
は

り
百
姓
の
育
ち
に
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
昨
今
買
っ
て
く
る

た
く
あ
ん
は
見
て
く
れ
も
良
く

味
も
口
触
り
も
い
い
が
、
四
、

五
日
も
す
れ
ば
酸
っ
ぱ
く
な
る

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

あ
る
逸
話
を
思
い
出
し
た
。
今

の
人
気
落
語
家
が
ま
だ
弟
子
と

し
て
修
業
中
の
あ
る
日
、
師
匠

と
の
や
り
と
り
で『
ね
え
師
匠
、

何
で
餅
に
は
カ
ビ
が
生
え
る
ん

で
し
ょ
う
ネ
…
』
師
匠
い
わ
く

『
ば
か
野
郎
、
カ
ビ
が
生
え
ね

え
う
ち
に
早
く
食
わ
ね
え
か
ら

だ
、
ば
か
野
郎
!
』、
今
度
は

女
房
と
の
対
話
『
今
の
た
く
あ

ん
は
す
ぐ
酸
っ
ぱ
く
な
る
の
は

何
で
か
な
…
」女
房
い
わ
く『
酸

っ
ぱ
く
な
ら
な
い
う
ち
に
食
べ

て
し
ま
わ
な
い
か
ら
よ
』。

　

母
の
漬
け
た
た
く
あ
ん
が
酸

っ
ぱ
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

朝
早
く
か
ら
の
働
き
で
腹
ペ
コ

で
食
う
朝
飯
で
、
残
ら
ず
食
い

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

たくあん

下北方南豊寿会
渡辺　寿夫

大宮地区

田野地区

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
コ
ロ

ナ
も
な
か
な
か
収
束
の
気
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
対

策
の
「
三
密
」
を
避
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
は
私
の
地

区
で
昔
、
お
祝
い
等
に
作
ら
れ

て
い
た
、
素
敵
な
お
団
子
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、型
も
斬
新
な
団
子
で「
ぎ

お
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
い
い
ま

す
。
私
は
団
子
の
講
座
、
教
室

を
主
催
し
て
お
り
ま
す
が
そ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ま
ん
じ
ゅ

う
で
す
。

　

現
在
は
作
る
人
も
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
伝
授
し
て
く
だ
さ

っ
た
高
齢
者
の
お
二
人
も
他
界

さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
と
き
、
無

理
に
お
願
い
し
て
良
か
っ
た
な

あ
ー
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

粉
と
餡
を
使
い
、
蒸
す
の
で

す
が
、皮
の
型
は
「
ワ
ッ
フ
ル
」

に
そ
っ
く
り
で
す
。
こ
の
型
を

大
根
で
手
作
り
し
ま
す
。
昔
の

人
の
知
恵
が
あ
り
、
大
変
感
動

し
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
一
緒
に
作

り
ま
せ
ん
か
。
お
い
し
い
で
す

よ
。

「ぎおんまんじゅう」
のご紹介

小丸きずなクラブ
黒木　瑞子

那珂地区

余更庵氏（写真右）
と木彫りのお面

～ひょうきんたん～

向町さんさんクラブ�会長
余更庵（野㟢　茂宏）

今年「面彫り」の課題は
「ヒョットコ」
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（弁）えいらく法律事務所からのお知らせ

宮崎県弁護士会所属
弁護士法人えいらく法律事務所　弁護士　久保山博充

宮崎市永楽町182−6　電話 0985−23−1355

えいらく法律事務所

遺言書のお話
　皆さんは、遺言書を作っていますか？「大した財産を持ってないから関
係ないよ」と思われている方、財産のことだけではありません。配偶者の
介護のことやお墓のことなど、残されたご家族が争うことのないよう、ご
自身の希望を遺言書の形で示しておくことはとても有意義なことです。
　「私は遺言書を作ってあるから大丈夫」と安心している方、本当に大丈
夫ですか？ 遺言書は、法律で決められた方式を守っていないと無効とな
る場合があります。特に自分で作成している場合（自筆証書遺言）には、
その不備に気が付いていないかもしれません。
　「私は公証人役場で遺言書を作ったから大丈夫」という方もいらっしゃ
るかもしれませんね。ただ、例えば、遺言で遺産を渡そうとしていた相手
の人（受遺者）が、遺言者よりも先に亡くなっていた場合、その遺言は無
効になってしまいます。
　もちろん、遺言書は何度でも作り直せますから、そのような場合、その
時点で遺言を作り直せば良いだけ、とも言えます。でも、もしそのときに
認知症になっていたらどうでしょうか。遺言書の作成は難しくなりますよ
ね。そのような場合に備えて、「もし○さんが亡くなっていた場合には遺
産を△さんに譲る」、という内容の遺言書を作成するなど、遺言書を作る
にしても、専門家に相談しておいたほうが良い工夫点は色々とあります。
　また、自分で遺言書を作成している場合（自筆証書遺言）、今までは自
分で保管する必要がありましたが、新しく「自筆証書遺言保管制度」とい
うものができ、遺言書を法務局に預けることができるようになりました。
自分で保管すると、紛失したり汚したりしないか心配という方も安心です
ね。それに、他人に見られるおそれもなくなります。しかも、自筆証書遺
言のときには、遺言した人が亡くなった後、家庭裁判所で遺言書を開封す
る検認手続というものが必要なのですが、この法務局に預ける制度を利用
すれば、検認手続が不要になります。
　このような新しい制度につきましてもご説明いたしますので、遺言書に
ついて興味がある方やお悩みの方は、ぜひ専門家である弁護士にご相談く
ださい。

　

地
域
の
人
ら
と
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
笑
い
声
を
聞
き
な
が

ら
、
楽
し
く
四
キ
ロ
を
完
歩
し

ま
し
た
。（
清
武
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
主
催
）

　

清
武
総
合
運
動
公
園
多
目
的

広
場
を
出
発
し
、
第
一
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
横
を
左
に
曲
が
り
、
今

泉
神
社
で
休
憩
し
、
ま
た
運
動

公
園
に
戻
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

晩
秋
の
風
に
緑
豊
か
な
道
々

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
晴
れ
晴
れ

と
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

清武地区

のんびり歩こう会に
参加

清武地区連合会　若手委員
清水　明徳

◆
大
宮
地
区
・
花
ケ
島
悠
楽
会　

作
前　

克
己

会
員
作
品
　
書
（
俳
句
）

　

い
つ
の
間
に
鶴
島
に
住
み
、

三
十
年
に
な
り
、
終
の
住
処
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
い
つ
ま
で
も
元
気

で
あ
る
と
は
限
り
が
あ
り
、
昨

年
入
院
し
て
み
て
、
一
人
で
住

む
と
い
う
こ
と
に
考
え
さ
せ
ら

れ
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
心
配
や
周
囲
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
か
け
な
い
う
ち
に
と
、

今
回
運
良
く
部
屋
が
空
い
て
い

て
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
の
方
々
、
親
和
会
の
皆

さ
ま
の
お
顔
を
思
い
出
し
感
慨

ひ
と
し
お
で
す
。
三
十
年
間
鶴

島
三
丁
目
に
住
み
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
ど
こ
か
で
お
会
い
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
本
当

に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

小戸地区

鶴島親和会の皆様へ

鶴島親和会
野㟢　壽江

「
自
治
会
に
は
入
ら
な
く
て
も
い
い
」
と
言
う

　

不
穏
分
子
は
団
地
を
撹
乱
す

淋
し
さ
を
紛ま

ぎ

ら
さ
ん
と
て
花
に
問
う

　

答
え
る
よ
う
に
咲
く
折
鶴
蘭

久
し
ぶ
り
花
を
活
け
た
り
お
だ
や
か
に

　

春
の
ひ
と
日
の
至
福
の
ひ
と
と
き

朝
食
に
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
ハ
ム
エ
ッ
グ

　

サ
ラ
ダ
に
果
物
活
力
も
と
む

公
民
館
に
三
味
に
民
謡
踊
り
に
て

　

久
し
ぶ
り
な
り
仲
間
集
っ
て

春
の
彼
岸
義
妹
の
訃
報
に
お
ど
ろ
き
て

　
「
な
ぜ
急
ぐ
の
」
と
遺
影
に
問
い
た
り

住
み
な
り
し
鶴
島
三
丁
目
離
れ
行
く

　

心
に
残
り
し
友
ら
の
笑
顔

春
の
雨
い
つ
く
し
む
友
と
別
れ
ゆ
く

　

永と

わ遠
に
忘
れ
じ
過
ぎ
し
日
の
こ
と

野
㟢　

壽
江
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◆
大
宮
地
区
・
花
ケ
島
悠
楽
会　

作
前　

克
己

疎
雨
半
ば
暖
気
回
り
て
新
芽
得
た
り

お
し
な
べ
て
春
雨
ほ
の
か
山
桜

日
溜
り
や
心
と
き
め
く
万
年
青
芽

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
南
豊
寿
会

渡
辺　

昭
子

湧
水
の
水
面
に
う
つ
す
春
の
雲

ふ
い
に
鳴
く
鶯
声
に
目
覚
め
け
り

幼
児
に
歌
を
お
そ
わ
る
花
む
し
ろ

今
日
も
ま
た
庭
に
寄
り
く
る
花
の
ち
り

桜
見
て
こ
ろ
ば
ぬ
や
う
に
試
歩
の
道

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会

岡
崎　

照
明

「
法
師
蝉
」

こ
の
大
樹
つ
く
ず
く
佳
し
と
法
師
蝉

天
を
舞
い
地
を
這
ふ
龍
の
く
ん
ち
か
な

魚
の
目
を
覗
き
買
い
込
む
十
二
月

い
ち
ょ
う
落
葉
門
前
を
黄
一
色
に

朝
ま
だ
き
鋭
き
雉
の
声
響
く

水
温
む
水
底
濁
す
池
の
鯉

春
眠
や
寺
の
鐘
聴
く
夢
う
つ
つ

夏
来
る
稚
魚
の
群
舞
ふ
潮
溜
ま
り

は
や
ば
や
と
贄
の
蜥
蜴
の
下
が
り
を
り

草
刈
れ
ば
高
く
低
く
と
蜻
蛉
舞
ふ

◆
大
塚
地
区
・
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会

新
地　

セ
ツ

叩
く
腹
太
鼓
に
似
た
り
大
相
撲

十
五
夜
の
う
さ
ぎ
火
星
に
移
住
か
な

楽
し
み
が
削
ら
れ
し
行
く
年
毎
に

人
聞
が
負
け
た
コ
ロ
ナ
に
花
は
勝
つ

四
季
の
花
両
手
広
げ
て
咲
き
ほ
こ
る

◆
青
島
地
区
・
内
海
す
ず
め
会　

鳥
井　

菊
江

「
健
康
体
操
」

防
波
堤
人
影
ず
ら
り
初
日
の
出

新
春
や
三
年
日
記
赤
表
紙

娘
に
送
る
大
根
白
菜
金
柑
煮

家
族
皆
口
あ
ん
ぐ
り
と
恵
方
巻

コ
ロ
ナ
禍
や
ひ
ね
も
す
畑
に
大
根
花

春
の
雨
ラ
ジ
オ
に
流
れ
る
昭
和
歌

誘
い
会
い
健
康
体
操
わ
か
葉
風

◆
清
武
地
区
・
岡
老
人
ク
ラ
ブ　

森
田
セ
ツ
子

「
梅
が
香
よ
」

愛
お
し
き
梅
花
咲
き
に
け
り

　

何
は
扨さ
て

措お

き
梅
が
香
の
中

終
活
を
思
う
日
々
な
り
捲
り
た
る

　

旅
の
ア
ル
バ
ム
日ひ

一ひ
と
ひ日
か
か
る

コ
ロ
ナ
禍
に
仲
間
づ
く
り
の
会
合
も

　

ス
ポ
ー
ツ
も
ノ
ー
と
睦
月
の
憂
へ

海
洋
は
空
ま
で
膨
ら
み
波
起
こ
し

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
沈
む
る
夢
見

登
山
道
の
重
な
る
落
葉
サ
ク
サ
ク
と

　

匂
う
山
道
に
思
い
出
辿
る

◆
生
目
台
地
区
・
た
か
ら
会　
　

濱
田　

睦
子

「
亡
き
夫
を
偲
ん
で
」

こ
の
道
を
仲
良
く
二
人
で
歩
い
た
ね

　

亡つ

ま夫
の
笑
顔
は
今
日
も
は
じ
け
て

行
く
も
が
な
亡つ

ま夫
が
元
気
で
い
る
な
ら
ば

　

G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
利
用
し
て
で
も

サ
ザ
ン
カ
は
飾
る
机
上
で
亡
き
夫つ

ま

を

　

思
い
出
さ
せ
る
晩
秋
の
花

亡
き
夫つ

ま

の
温
り
胸
に
感
じ
つ
つ

　

あ
の
服
こ
の
靴
廃
棄
す
る
朝

公
園
を
掃
い
て
い
る
人
背
を
伸
ば
す

　

後
姿
は
亡つ

ま夫
を
思
わ
す

孫ま

ご娘
が
来
て
語
り
尽
く
せ
ぬ
亡つ

　
ま夫
の
こ
と

　

我
れ
の
側そ

ば

い
て
亡つ

ま夫
は
微
笑
む

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会

富
永　

政
美

「
南
国
宮
崎　

雪
が
降
る
」

一　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

　
　

十
年
一
度
の
雪
が
降
る

　
　

雪
は
白
く
て
冷
た
い
ね

　
　

天
使
の
涙
か
恋
の
花

　
　

天
か
ら
ふ
わ
ふ
わ
舞
い
降
り
る

　
　

私
の
手
の
ひ
ら
溶
け
て
ゆ
く

　
　

わ
ー
（
あ
ー
）
雪
は
白
く
て
冷
た
い
ね

　
　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

二　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

　
　

十
年
一
度
の
雪
が
降
る

　
　

一
月
十
日
の
寒
い
朝

　
　

空
か
ら
ふ
わ
ふ
わ
舞
い
降
り
る

　
　

貴ア
ナ
タ方
の
手
の
ひ
ら
溶
け
て
い
く

　
　

あ
っ
と
い
う
間
に
溶
け
て
ゆ
く

　
　

冷
め
た
心
も
溶
け
て
ゆ
く

　
　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

三　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

　
　

十
年
一
度
の
雪
が
降
る

　
　

え
び
の
高
原
雪
の
中

　
　

す
べ
っ
て
転
ん
で
赤
松
林

　
　

貴ア
ナ
タ方

の
手
の
ひ
ら
温
か
い

　
　

想
い
出
だ
け
が
駆
け
巡
る

　
　

雪
は
白
く
て
温
か
い

　
　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

四　

南
国
宮
崎
雪
が
降
る

　
　

十
年
一
度
の
雪
が
降
る

　
　

三
月
二
十
日
の
寒
い
朝

　
　

こ
れ
が
本
当
の
し
ば
れ
る
か

　
　

屋
根
の
瓦
も
白
く
な
る

　
　

庭
の
黒
松
白
く
な
る

　
　

し
ば
ら
く
し
た
ら
溶
け
ち
ゃ
っ
た

　
　

南
国
宮
崎　

南
の
国
よ

　

俳　

句

　

短　

歌

　

詩

　

次
号
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ

り
」
第
八
十
七
号
に
、
会
員
皆
さ
ま
か
ら

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
販
の

原
稿
用
紙
二
枚（
八
〇
〇
字
）以
内
に
収

め
、
関
連
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

随
想
は
お
ひ
と
り
二
題
ま
で
、
文
芸
作

品
（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）
は
制
限
い
た

し
ま
せ
ん
が
、
応
募
多
数
の
場
合
は
紙
面

の
都
合
に
よ
り
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
原
稿
締
切
…
令
和
三
年
九
月
三
十
日
㈭

■�

宛　
　

先
…�

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

事
務
局

　

〒
８
８
０
ｌ
０
０
０
１

　

�

宮
崎
市
橘
通
西
一
丁
目
一
番
二
号　
　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
内

　

�

☎
０
９
８
５
ｌ
６
１
ｌ
９
９
７
０

※�

投
稿
の
際
は
、
地
区
名
と
ク
ラ
ブ
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
文
芸
作

品
の
場
合
は
種
類
と
優
先
順
位
も
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
募
集



（ 12 ）第 86 号令和 3年（2021年）6月 30 日発行 さんさんクラブ宮崎市だより

　このたびは、さんさんクラブ宮崎市だより第
86号へ広告のご協賛を賜り、誠にありがとうご
ざいました。こうして無事に発行することができ
ますのも、ひとえにスポンサーの皆様方のご厚情
の賜物と深く感謝しております。
　今後もより良い新聞づくりに向け、努力精進し
てまいりますので、ご支援のほどよろしくお願い
いたします。　　　　　　さんさんクラブ宮崎市

広告にご協賛いただいた皆様への御礼
　

宮
崎
県
で
は
六
月
に
入
っ
て
、
四

度
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
ピ
ー
ク
が

沈
静
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
全
国
的

に
は
感
染
拡
大
が
落
ち
着
か
ず
、
当

県
も
再
燃
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
気

を
抜
け
な
い
状
況
で
す
。
県
外
の
行

楽
地
や
温
泉
地
な
ど
に
早
く
行
け
る

日
が
こ
な
い
か
と
、
待
ち
遠
し
く
思

う
こ
の
頃
で
す
。

　

先
日
、
自
治
会
回
覧
版
向
け
に
発

行
し
て
い
る
「
活
動
紹
介
チ
ラ
シ
」

を
見
た
方
か
ら
入
会
の
問
合
せ
が
あ

り
、
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
当
会
長
は
す
ぐ
に

こ
の
方
に
連
絡
を
取
り
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
内
容
な
ど
を
ご
説
明
に
伺
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
の
方
が

入
会
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
寄
稿
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
当
広
報
紙
お
よ
び
活
動
紹
介
チ

ラ
シ
が
多
く
の
方
の
目
に
止
ま
り
、

一
人
で
も
多
く
の
入
会
に
つ
な
が
れ

ば
、
担
当
と
し
て
う
れ
し
い
限
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

編

集

後

記

広瀬地区

小
牧
台
福
寿
会
　
女
性
部
長
　
宮
部　

恵
子

sansanclub-m
iyazaki-city sansanc

lu
b-

m
iy

az
ak

i-city

　

女
性
部
の
行
事
と
し
て
、
七
月
に
七
夕
飾
り

を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、
案
内
は
一
カ
月
ほ
ど

前
に
飾
り
物
は
、
自
宅
で
で
き
る
も
の
は
あ
る

程
度
作
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、
そ
の
中

で
こ
よ
り
は
任
せ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
準
備
に
千
代

紙
等
材
料
な
ど
揃
え
る
こ
と
に
し
、
飾
り
付
け

を
す
る
笹
竹
は
、
男
性
の
役
員
に
頼
み
ま
し
た

ら
快
く
引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

予
定
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
コ
ロ
ナ
の

こ
と
が
だ
ん
だ
ん
心
配
に
な
っ
て
き
て
、
会
員

の
中
か
ら
も
不
安
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

宮
崎
で
は
新
た
な
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
当
日
（
七
月
四
日
）
を
迎
え
、
そ

の
日
は
福
寿
会
に
よ
る
学
習
館
内
外
の
清
掃
を

す
る
日
で
し
た
の
で
、
そ
の
後
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
朝
早
く
か
ら
男
性
二
人
に
よ
り
、
五
〜

六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
笹
竹
を
六
本
も
用
意
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
た
ち
と
掃
除
後
残
っ

て
い
た
だ
い
た
男
性
十
人
合
わ
せ
て
三
十
二
人

で
飾
り
物
つ
く
り
、
昼
食
の
準
備
、
竹
に
飾
り

物
を
結
び
付
け
る
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
作
業
を
始
め
ま

し
た
。

　

飾
り
物
や
短
冊
作
り
で
は

楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
も
手
を
動
か
し
て
、

た
く
さ
ん
作
り
、願
い
事
は
、

時
期
が
時
期
だ
け
に
コ
ロ
ナ

が
収
束
す
る
こ
と
を
願
う
の

が
大
半
を
占
め
て
、
男
性
は

大
き
な
竹
に
飾
り
物
を
結
び

付
け
る
作
業
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
初

め
て
だ
と
楽
し
そ
う
で
し
た
。
六
本
の
竹
の

飾
り
付
け
も
終

わ
り
、
会
食
を

す
る
こ
と
に
な

り
、
み
ん
な
満

足
そ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
公
園
に
笹
竹
を
飾
ろ
う
と
し
た

こ
ろ
雨
が
降
り
だ
し
、
残
念
な
が
ら
部
屋
の
中

に
飾
っ
て
置
き
ま
し
た
。
片
付
け
が
終
わ
っ
た

こ
ろ
雨
が
や
み
、
残
っ
て
い
た
三
〜
四
人
で
せ

っ
か
く
だ
か
ら
公
園
に
飾
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
三
本
を
公
園
の
入
り
口
に
立
て
ま
し
た
。

反
響
は
、
通
り
す
が
り
の
人
た
ち
が
立
ち
止
ま

り
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
ね
と
声

を
掛
け
る
人
、
車
の
速
度
を
落
と
し
眺
め
て
い

く
人
が
お
り
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
翌
朝
か
ら
雨
が
降
り
だ
し
、
し
か
も
風
も
強

く
夕
方
に
は
飾
り
物
の
半
分
近
く
は
落
ち
て
し

ま
い
寂
し
い
も
の
で
し
た
。
翌
日
は
飾
り
物
を

継
ぎ
足
し
、
残
り
の
三
本
も
公
園
に
飾
り
ま
し

た
。

　

七
夕
飾
り
を
見
た
人
の
中
に
、「
子
供
会
は

素
敵
な
も
の
を
作
っ
た
ね
」
と
言
っ

た
人
が
い
た
の
で
、「
い
い
え
こ
れ

は
老
人
ク
ラ
ブ
が
作
っ
た
も
の
で

す
」
と
宣
伝
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

七
夕
飾
り
を
作
り
、
公
園
に
飾
っ

た
こ
と
で
多
く
の
人
に
感
動
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
変
良
か
っ
た
と
満
足
し

た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
後
す
ぐ
に
、
宮
崎
市
で
新
た

な
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
あ
り
、
行
事

な
ど
の
制
約
が
か
か
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
の
唯
一
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

女性部の皆さん

和気あいあい作業中♪

楽
し

いぞ
！


